
時の世界 と人間の認識

一 英語 ・スペイン語 ・ルーマニア語時間表現への認知言語学的アプローチ ー

輻森 雅史 ・森山 智浩

1.は じめに1

人文科学 におい て も,哲 学 や社 会学 といった諸領域 では 「『時』 とは一体如何 な るモ ノ

か」 とい う研究が盛 んに行 われて きた。 た とえば,社 会学者 の見 田宗介氏 は著書 『時 間の

比較社会 学』 の 中で,「 ①反復 的時 間」(=原 始共同体 に見 られ る時間)・ 「② 円環 的時間」

(=ヘ レニズ ム文化 におい て見 られ る時 間)・ 「③線分的時 間」(=ヘ ブライズ ムの文化 にお

いて見 られ る時 間)・ 「④直線 的時間」(=近 代社会 にお いて見 られ る時 間)と い う4つ の

時 間感覚 の歴 史的変 化 を表 してい る2。 一 方,言 語学 ・言 語文化 学 の領域 に 目を転 ず る

と,筆 者 たちが知 る限 り,「 「時』 とは一体如何 なるモ ノか」 とい う研究の発展度 はその 限

りで はない。そ の中で も,GoergeLakoffandMarkJohnson(1980,1999)の 両著で はそ

うした研究 の萌芽が見 られる ものの,以 下(1)一(3)の 点 におい て,十 分 な研究成果

を得 る上 での理論的発展 ・改良 の余地が ある と言 わざるを得 ない。

(1)「 言語 の側面 か ら見 た時 間世界 は3次 元の空 間世界 で捉 え られてい る」(cfLakoff

andJohnson(1999:143,153,160-161))や 「我 々は時の概念 を創造 し,inやatを

用 いて 自然 に しか も無 意識 に時 に関す る事 象 を概念 化 してい る」(c五Lakoffand

Johnson(1999:167))と い う主 旨は記 されてい るものの,そ れはあ くまで も時 間

世界 としての全体 的構造 につい て言及 してい るのであ って,3次 元 に至 るまでの

段 階的諸次元(つ ま り0次 元 ・1次 元 ・2次 元)が 如何 に時間世界 の認識 に活用

されているのか につい ては光が 当て られてい ない点。

(2)「 時 の経過 を具現化す るのに2種 類の時の流れが存在 し,そ れ らは互い に一貫性が

ない。 また,そ れ ぞれ の概 念化 は図 と地 の 反転 で捉 え られ る」(cfLakoffand

Johnson(1999:149))と い う主 旨は記 されてい るものの,そ うした図地分 化の反

転が 「観 察者(observer)」 と 「時(time)」 のいず れが移 動物 として捉 え られ る

か とい う認識 に しか焦 点が当 て られてい ない点。換言 すれ ば,メ タフ ァー理論の

枠組 みで は抽象世界/抽 象物の一側面 が具 象領域 の特性 で もって照 らし出 され る
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の だか ら,そ れ ら根源領域 の実体 も踏 まえた上での 図地分化 の根本 的要 因 を見つ

め,そ の反転 を引 き起 こす認識上 の一貫性 を導 き出す必要が ある。 また,そ こに

「視点の移動」の導入が 図 られ ていないが故 に,時 間表現 に関す る厳密 な区別が行

われ難 い点3。

(3)「 英語 にお ける2種 類 の時の経過 のメ タファー は英語以外 の言語 に も観察 され る」

(c五LakoffandJohnson(1999:150-151))と い う主 旨は記 され ている ものの,直

訳 しただけで英語 の時間表現 とそ の まま対応 す る語句 で解釈 で きる実例 しか扱 わ

れ てい ない点。そ うで はな く,「 英語以外 の言語 に も同様 の認識が存在す る」 とい

うのであれ ば,表 面上,直 訳 関係が成立 しない よ うに見 え る異言語表現 であ って

も深 層 に は同様 の認識 が存在 してい る場 合 の実 証 も行 わな けれ ばな らず,さ ら

に,そ れが如何 なるプロセス を経 て各 々の言語 にお ける表現 の違 い とな って現 わ

れ ているのか,と い う大脳 認識の メカニズム を明 らかに しなければな らない。 も

ちろん、あ らゆ る自然言語 に同様 のメ タファーが存在 してい る と言 ってい るわけ

で はな く,あ くまで もその実証可能性 を探 る必要が ある。

そこで,以 下で はまず,英 語 の時 間表現 に着 目し,上 記(1)一(2)の 問題解決 を試み

る(§2-§3)。 その後,ス ペ イン語 ・ルーマニ ア語各 々の時間表現 に着 目 し,§2-

§3で 導 き出された時 間世界認識 を基 に,上 記(3)に お ける大脳認識の メカニズ ムの一

端 を明 らか にす るこ とを試み る(§4-§5)。 なお,§4-§5で は,「 異言語 間にお け

る言語表現 の対応関係 は必ず しも1対1の 直訳関係で はない もの の,そ の背後 に広が る言

語 文化 認識 は 「人 間』 とい う同 じ生物 として共通 してい る場合 も少 な くない」 とい う

「人 間言語文化」(=国 境 のない言語文化)の 言語観 を導入す る(cf森 山 ・幅森 他(2010:

395-416))。 た とえば,英 語 ・スペ イ ン語 ・ルー マニ ア語各 々の実例 であ る下記(4)一

(6)で は,言 語様 式 とい う容器 は異 な る もの の,そ の中 身か らは一貫 して 「過去 」が

「後方」の空 間関係づ けで捉 え られ る人 間言語文化が観察 される4。

(4)ago◆ME㎎o(〃)(p.p.)▲ ㎎o(〃)tog(Lpass<OE㎏ 伽topassaway:⇒A'劉

GO1.

一 『英 語 語 源 辞 典 』(s
.v.agoα み,α4の(下 線 ・一 部 省 略 筆 者)

(5)Loencontr6aiosatras.5

it(1)foundyearsbackward

→ 英 訳(直 訳):IfoundityearsBAcKwARD .

→ 英 訳(意 訳):Ifoundityears㎎o .
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(6)CumultianiTnπ7班3amavutunaccidentmare.6

withmanyy,ars盃b,hi。d(1)h。daaccid,ntbig

→ 英 訳(直 訳):IhadabigaccidentwithmanyyearsinBEHIND .

→ 英 訳(意 訳):Ihadabigaccidentmanyyearsago .

誤解 の ない ように述 べ てお くが,本 稿 の主 た る 目的 は,時 の実像 に関す るLakoffand

Johnson(1980,1999)の 研究成 果 を上 回 ろ うとす る もので はな く,ま してや否定 しよ う

とす る もので もない。 そ うで はな く,以 下(7)に 示 される ように,時 に関す る研 究 は,

大脳 ・思考 ・言語 にお ける互 いの関連性 を明 らか にす る上で重大 な意義 を持 ち,か つ,そ

こには経験主義 に基づ くアプローチが重要 な役割 を果たす こ とを鑑み,言 語研究者 として

その使命 の一端 を担 って愚直 に遽進す るこ とにある。

(7)Thestudyoftime,evenwithinthelimitsofthemetaphoricalconceptswehave,

isamagnificentandenormouslyusefulenterprise.Butitisanenterprisethat

requiresseriousempiricalstudyofthebrain,mind,andlanguage.

-LakoffandJohnson(1999:169)

2.英 語前置詞表現 に見 る時間世界 と次元の論理

2.1.ゼ ロ次元認識の メタファー的拡張

2.1.1.物 理的 「一点」概念

物理 的場所 表示 名詞 句 と共 に用 い られ るat,inに つ いて,以 下(1)で は,そ の 「広

さ」 を基 に各 々の語用が対比 されてい る。

(1)atは 基 本 的に点 として考 え られ る狭 い範 囲の場所(ホ テ ル,劇 場,駅 な ど)を,

inは 広い範囲の場所(国,山,広 場 な ど)を 指す。

一 『ウィズ ダム英和 辞典』(s .v.at,ρ7砂.1)

しか しなが ら,次 の(2a-b)で はat,in共 に後続 す る名詞 句が 同一場所 を指示す る こ と

か ら,上 記(1)の 捉 え方 だけで は両者 の語用の差 を説明す る十分条件 には至 らない。

(2)aShearrived磁KansaiInternationalAirport.

b.Shearrived勿KansaiInternationalAirport.
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ここで,下 記(3) (4)に 見 られる認知言語学の分析手法を導入する。

(3)認 知言語学 の本来 のス タ ンス

人 間の経験 主義 的立場 を重視 す る。 身体 運動や五感機 能 を通 して得 られた 日常経

験が言語 に反映 され てい る と考 えるス タ ンス。以下2つ の領域写像 に基づ く。

・根源領域(sourcedomain):

我 々の生 身の肉体 を通 して,ま たは自身が属す る文化 ・社会的環境 との相互

作用 を通 して得 られ る物理的 「経験」。

・目標領域(targetdomain):

人 間は無意識で あ りなが らも,或 る規則 に基づいて言語 の概念 を捉 え,運 用

してい る。 この ような認知的無意識 の中で,上 記の基盤か ら得 られ る多様 な

物理的経験 を生か し,人 間が どのように して外界や抽象世界 を認識 してい る

のか を明 らか にす る。 これ以外 は認知言語学の守備範囲 としない。

(4)認 知言語学 の本来 の 目的

メ タファー とカテ ゴリー化の二つ の理論 を主幹 とす る認知言語学 の根本 は,人 間

を人 間た ら しめ る経験 主義 に根 ざ した 「大脳 活動内 における概 念 メカニズム」の正

体 をその結果事象で ある言語表現 とい う側面か ら解明す るこ とにある。

一 森山(2011:133(ll6))

以上 の見解 に基づ けば,意 味変化 には物理か ら抽象への メタフ ォリカルな認識が存在 して

いるのだか ら,た とえば次 の(5)に 示 される ような物理 的 「一点」概念 がatの 中核 に

据 え られ てい る と考 え られる。

(5)Shewasrobbedofhermobile-phoneα'knifepoint.

したが って,"Lookα'thebuilding!"の ように発 話 される ときは,建 物全体 を 「一点」

として捉 えるこ とが意識上で可能 な 「或 る程度離 れた所か ら」話者が見 る状況が必要 とな

る。 「目の前の」空 いてい るテー ブル(席)に 相 手 の 目を向 けたい場 合 に,"Lookatthe

freetable1"と は言わず に,た とえば,"Look1Thereisafreetablethere1"と 表現 され

るの も,こ の 「視覚 を通 して一点化 の収敏が可能か どうか」 とい う距離の差が関係 してい

るの である7。
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2.1.2.地 図上の 「一点」概念

しか しなが ら,2.1.1.(2a)で 見 たstationの 指示物が物理 的 「一点」 の次元で存

在す るこ とは通常あ り得 ない。故 に,こ こで は以下(1)に 見 られ るメタフ ァー的拡張が

生 じてい る と考 え られる。

(1)Inthephraseα π 加400勿thedoorisenvisagedasadimensionlesslocation,a

vague`pointonthemap',andnodetailsconcerningitsshapeorsizecomeinto

focus.Thisisdimension-typeO.

一Quirketal .(1974:308)(下 線 筆 者)

つ ま り,2.1.1.(2a)が 発話 され る前提 と して,発 話者 は 「駅 」 を 「地 図上 の一点」

で捉 えているこ とになる。 さ らに,こ の 「一点」 で捉 え られ てい る 「駅」 を現実世界の事

物 に還元す る と,建 物 それ 自体 だ けでは な く,「 その付近 も含 めた領域」 が復元 され る。

次の(2)が そ の捉 え方 の一例であ る。

(2)

し た が っ て,2.1.1.(2a)のatthestationが 現 実 に は 「駅 の 内 部(insidethe

station)」 を 指 す の か 「外 部(outsidethestation)」 を 指 す の か は 不 明 で あ り,「 駅 の 内

部 」 と明 確 に言 い た けれ ば,Shearrived勿 々 〃sガ鹿thestation.と 表 現 され な けれ ば な ら

ない8。

以 上 の理 由 か ら,「0次 元 」 と して 地 図上 で 一 点 化 の収 敏 が不 可 能 な事 物 に は,必 然 的

にatを 用 い る こ とが で きな い 。 下 記(3)が そ の 一例 と な る9。

(3)Shearriv・dド 霧}Am・ ・i・a
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2.2.一 次元 ・二次元認識各 々の メタファー的拡張

以下(la-b)に 示 され るよ うに,英 語前置詞onの 中核 には物理 的 「線/面 へ の接触 」

概念が据 え られ てい る。

(1)aHeisstandingoπthewhiteline.

b.Heisstandingo〃theroofofthehouse.

LakoffandJohnson(1999:31)で は,onの 概 念 はINcoNTAcTwITH,suPPoRTEDBY,

ABOVEの3つ の 意 味要 素 か ら複 合 的 に成 り立 つ と され て い る が,そ の 中 心 的 役 割 を果 た

す の は依 然 と してINCONTACTwITHで あ る10。 な ぜ な ら,た とえ ば 次 の(2)に お け る

参 与 者 の 位 置 関 係 は,(「 上 ・下 」 関 係 で は な く)通 常(2')の よ う に解 釈 され るか らで

あ る。

(2)Thevillageiso〃thelake.

②)

需醤 委副
この ような 「接 触」概念 が 「連続」事象へ と拡張 した事例 が下記(3)で あ り,さ らに,

時 間世界へ と拡張 した事例が以下(4)で あ る。

(3)Heranf・ ・mKy・t・t…akaand・an脇
.

(4)協}arrivingthereh・t・1・ph・n・dme

}f・ ・m・ ・ak・t・K・be

(3)で は,「 前 の動作/状 態 とその後の動作/状 態 とが接触 し,さ らに一つ ひ とつの動作

/状 態が水平方 向に接触 してい く」 こ とによって 「連続」概念へ と変化 してい る。 この よ

うに,水 平方 向へ と接触 してい く認識 の存在 は,[up+on]に 由来す るuponが(3)で

は使用不 可 となる事実 が物 語 っている。他 方,(4)は 「時 間軸上 の同時点 に2つ の事象

が積み重 なる」概念で捉 え られる同時表現で あ り,し たが って 「上」方向 に積 み重 なって

一46一



時の世界と人間の認識

い る の だ か ら,[up+on]のuponも 使 用 可 能 と な る。 各 々 の 概 念 的 捉 え 方 は 下 図

(3')一(4')と し て表 され る。

(3') INCONTACTWITH

1
oo

○ 一 一 一 一7
Kyoto Osaka Kobe

(4')

2.3.三 次元認識の メタファー的拡張

一方
,2.2.1.(2b)で も見 られ た英語前置詞inの 中核 には,通 常,「 空間内部 にお

ける位 置/運 動」 もし くは 「空 間内部へ の移動」(≒into)の 概 念が据 え られてい る。事

実,以 下(1)の 前後 の コンテキス トが不 明な場合,「 彼 は部屋 の 中で歩 いた」のか 「彼

は部屋の 中に歩い て入 った」 のかが明確 とな らない。

(1)Hewalked勿theroom.

ただ,い ずれ に して も 「3次 元空間」認識 がそ こに反 映 されてい るこ とか ら,次 の(2)

の ような場合で あって も,同 様 の認識が生 きてい る。

(2)Theystood勿lineallnighttogetthetickets.

実 は,こ こでのinlineは"intheformofaline"(一 列の形(態)で)と して捉 えるこ と

が可 能であ り,「 形態 は三 次元空間 の概念 で捉 えられ る」 とい う認識が働 いてい る。 同様

の認識 は下記(3)一(4)に も当 てはまる。
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(3)Theydied勿 ∫〃cc6∬ ∫o〃.

(4)Ifinishedit勿 απ 乃oz6先

　 　 　

つ ま り,概 念 上,"intheformof'(～ の 形(態)で)の コ ン セ プ トが 反 映 され て お り,

コ ンテ キス トの 中で それ ぞ れ ,次 の(3')一(4')と して 解 釈 され る こ とに な る。

(3')Theydied勿[themannerofthe]succession.

(4')Ifinishedit勿[thespanof]anhour.

逆 に言 えば,「 様態;物 事 の状 況や状 態(manner)」 ・「スパ ン(span)」 は 「三 次元 空 間

(in)」 で捉 え られるモ ノであ り,「 それ を どの ような形態 で利 用す るのか」 とい う解 釈が

反 映 されてい るのであ る。 なお,(4),(4')は 「日寺」の世界 に言及 す る表現 で あ る以

上,過 去 か ら未 来へ の 「時 の流 れ」 の影 響 を無視 す る こ とはで きない。 つ ま り,下 図

(5)に 描 かれ るよ うに,1時 間の空 間全体 が 「地」 として捉 えられ る と同時に,時 の流

れに よって 「最 終時点 のみが焦点化」 され る 「図」の認識 が存 在 しているか らこそ,「1

時 間経 って」 と解釈 され るの である11。

(5)0:000:150:300:451:00r

[‡‡‡‡‡ ⇒>
StartFinishレ

そ して,こ のような 「3次元空間認識」が行為その ものを媒介 とした時空認識 として変

化 した事例が下記(6)で ある。

(6)Z〃walkingacrossthestreet,hetelephonedme.

下 図(6')に 描か れる ように,た とえ屋根 や壁 に囲 まれ ていな くと も,こ こではTRの
　

歩行によって呈される移動経路が 「空間」概念で認識されてお り,日 本語の 「最中」 と同

様の時空認識が反映されているのである。
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(6')

2.4.時 の世界 と次元の論理

2.1.-2.3.で は,0次 元か ら3次 元 まで のそれぞれ の認識 を表示す る英語前置詞

の意味変化 を観察 した12。 ここで注 目すべ きは,以 下(1)に 示 され るように,こ れ ら次

元の相 関関係が 「点が集 まれ ば線/面 にな り,面 が集 まれ ば空 間になる」 とい う論理で捉

え られるこ とにある。

(1)一 点 一[複 数の点が 集 まる]→ 線/面 一[複 数の面が集 まる]→ 空 間

●

＼
●●●●●●●●●●●●
/ ＼8/

8

つ ま り,THESpATIALTIMEメ タファー とも言 うべ き比喩の フィルターが機 能す ることに

よって,同 様の次元論理が時 の世界 に も必然的 に当てはまるこ とになる。以下(2)が そ

の詳細で ある13。

(2) at:「 一 占♂`、、」

1-一 なる
on:「 線/面 」 へ の 接 触

1-一 る
in:「 三 次 元 空 間 」

ateighto'clock(時 点)

1-一 になる
onMonday

l・日一 ・-
inaweek/month/year...
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3.時 の世界 と図地分化

3.1.「 時」 に言及す る種 々の メタファーの相関関係

§2で は,英 語前置詞at,on,in各 々の中核概念 に基づ く意味変化 を中心 に,「 次元の論

理」 の観点か ら,時 の世界 に関る人 間の認識 を観察 した。 このような空 間文法的観点か ら

時 の世 界が概念化 され る認識 は,以 下(1a-b)の 概念拡 張 に も観 察 され る。 まさに,認

識世界上,人 間 は 「物理 的場所 」 と 「時 間的場所(=抽 象 的場所)」 の2つ に身 を置いて

生活 しているこ とが伺 えよ う14。

(1)a.Iwillseeyou[atsomewhere]∂6伽 θ6〃OsakaandTokyo.

b.Iwillseeyou[atsometime]∂ θ伽6θ 〃5and60'clock.

しか しなが ら,時 の世界 は何 も場所論理の観点か らしか概念化 され るわけで はない。 た

とえば,次 の(2a-b)に 示 される よ うに,「 金」 の観 点,す なわ ちTIMEIsMoNEYメ タ

フ ァーを通 して概念化 される場合 もある。

(2)a.He

b.He

5ρ6雇

ωα∫'θ4

勿 麗 ∫'θ4

sρ6窺

卿 α∫'6ゴ

加 麗3'64

alotofmoneystudyingabroad.

alotoftimestudyingabroad.

これは,「 金」 に対 して人間が持つ 「有 限で貴重 な資源」 の認識 を利用 して時 の世 界が概

念化 され てい る実例で あるが,下 記(3a-b)に なる と,そ の様相 は一変す る。

(3)a.Themedicine6π7θ4meoftheheavycold.

b.Time6〃764meofthechildhoodtrauma.

Cureの 主体 は本来 「薬な どの治療物/医 者 な どの治療者」 であ り,TIMEIsAHEALERと

い う比喩 の フィル ター を通 して時の世界 が概 念化 され ている ことが観察 される。つ ま り,

"Ti
me加 α1∫allwounds."と 表現 されるの も,「 薬 」 な どに対 して人 間が持 つ 「治癒性 」

の認識で もって 「時」 とい う抽象物が捉 え られているか らに他 な らない。

そ して,こ こで重要 なこ とは,以 下(4)一(5)で ある。

一50一



時の世界と人間の認識

(4)抽 象物(こ こで は 「時」)は 具象物(こ こでは 「物理的場所/空 間」/「金 」/「薬」

な ど)が 持つ概念で もって捉 え られ る。

(5)a抽 象物 を或 る具象物 で捉 える とき,そ の具象物が持 つ概念 で もってその抽象物

へ の認識 となる 「一側面」が照 らし出 される。

例)TIMEISMONEYメ タフ ァー

(「時」の一側面であ る 「貴重で 限 りある資源」 とい う認識が 「金」 を通 し

てス ポ ッ トライ トを浴 びる。)

b.逆 にいえば,そ の抽象物へ の認 識 となる 「一側面 」が照 らし出 される場 合,そ

れ以外 の側面 は 「背景化」 され る。

例)TIMEISAHEALERメ タ ファー

(「治 癒 性 」 とい う認 識 が ス ポ ッ トラ イ トを浴 び る。 そ の 日寺,TIMEIS

MONEYメ タフ ァーが持 つ 「有 限 で貴重 な資源」 とい う認 識 な どは背 景化

され る。)

したが って,§2で 観 察 した 次元 の論 理 お よび,前 出(1)で 見 た場 所論 理 の メ タ

フ ァー的拡張が生 じる とき,TIMEISMONEYメ タフ ァーを通 して前景化 され た 「有限で貴

重 な資源 」の認識やTIMEISAHEALERメ タフ ァー を通 して前景化 された 「治癒性 」の認

識 な どは,背 景化 されるこ とになるので ある。

3.2.時 の二重性 にお ける根源領域の図地分化

§2お よび3.1.で 見 た 「場所 論理 に基づ く時の世界 の概念化 」 は時 の経過 とまった

く無 関係 とい うわけで はない。 ここで は,ま ず,時 の経過の概念化 について観察す る。

LakoffandJohnson(1980:44)で は,日 寺の 経 過 に つ い て,以 下(1)の 二 重 性

(duality)が 指摘 されている15。

(1)WhatwehaveherearetwosubcasesofTIMEpAssEsus:inonecase,weare

movingandtimeisstandingstill;intheother,timeismovingandweare

standingstill.

この ような二重性 は,異 言語 間に またが って共通 して存在す る場合が多 い16。 た とえば次

の(2a-b)の 日本語例 ではそれぞれ,上 記(1)の 方 向性 に沿 った概念化 が観察 される。
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(2)a.先 日はお世話 にな りま した。/後 日お会 い しま しょう。

b.先 々の こ とを考 えて行動 しなさい。/後 ろを振 り返 るばか りが人生 じゃない。

Lako丘andJohnson(1999:149)で は,こ れ ら各 々の時の方向性 につ いて 「時の経過 を具

現化す るのに2種 類 の時 の流 れが存在 し,そ れ らは互い に一貫性が ない。 また,そ れぞれ

の概念化 は図 と地の反転 で捉 え られ る」 とい う主 旨が記載 されてい る。 しか しなが ら,メ

タフ ァー理論の枠組みで は抽象世界/抽 象物 の一側面が具象領域 の特性で もって照 らし出

され るの だか ら,そ れ ら根 源領域 の実体 も踏 まえた上 での図地分化 の根本 的要 因 を見つ

め,そ の反転 を引 き起 こす認識上の一貫[生も存在 してい る と考 え られ る。つ ま り,一 見互

いの関連性 が感 じられな くと も,前 者が 「減算 方式」,後 者 が 「加算 方式」 で捉 えられ る

観点 を導入す るこ とで,各 々を形作 る根源領域 に基づい た図地分化認識お よびその反転認

識が存在 してい る,と い うメカニズ ムで ある。そ の詳細 を下記(4)一(5)と して ま と

める。

(4)「 時が過 ぎ去 る」 自然時 間 一 減算 方式の捉 え方

乱捉 え方 の基盤:

・或 る地点 か ら別 の地点 まで移動 す る とき,必 然 的 に 「時の経過 」 を要 す る。

そ して,そ の移 動 の際,視 覚 の錯覚 か ら,周 りの景色が 「過 ぎ去 ってい く」

よ うに見 える。 この 「過 ぎ去 って い く」視 覚経験 と 「時の経過」 とが相 まっ

て,上 出(1a)の 捉 え方が形成 され た。

・通常 ,人/物 に備 わって いる 「時」 とは有 限の量 で捉 え られ る。 た とえ ば,

人 間は不死 で はない。或 る寿命 を迎 え るこ とで人生 を全 うす る こ とにな る。

とい うこ とは,寿 命 を70歳 とす るな らば,そ の死 点 を出発点 と して持 ち時

間70年 分 の1年1年 が 「減 ってい く」 こ とになる。

b.具 体的考案物

・「持 ち時間の減算方式 」で 「時」 を捉 える装置 として ,「砂 時計」 が発 明 され

た。

c.そ の他の言語実例

・Thetimeforactionhasco辮6here .

・Thesummervacationガ 卿past .

・theノ勉〃ozo∫〃gday

一52一



時の世界と人間の認識

(5)「 時 が 刻 まれ てい く」 人 工 時 計 時 間 一 加 算 方 式 の捉 え 方

a.捉 え方 の基 盤:

・上 記(4)の 「減 算 方 式 」 は
,持 ち時 間 の最 終 時 点 か ら必 ず 逆 算 しな け れ ば

な らず,時 の 経 過 を 「数量 化 」 す る上 で不 便 で あ る 。 そ こで,逆 に誕 生 時 点

を 出 発 点 と して 見 な し,「 時 」 が 「加 算 」 さ れ て い く,と 考 え た の が 上 出

(1b)の 捉 え方 で あ る。

・寿 命 を70歳 とす る な らば
,そ の 到 達 点 に向 けて,出 発 点 で あ る誕 生 時 点 か ら

1年1年 の刻 み で もっ て 「増 えて い く」 こ とに な る。

b.具 体 的 考 案 物

・「加 算 方 式 」 で 「時 」 を捉 え る装 置 と して
,「 針 時 計/デ ジ タ ル 時計 」/「 カ

レ ンダ ー」 な どが 発 明 され た17。

c.そ の 他 の 言 語 実 例

・Sheislookingノ ∂柳 αノ4totheChristmasday .

・Theoriginoftheworddates∂ αoんtotheEdoperiod .

・Jimmy:Theymustbeanadvancedspecies
,millionsofyears盈6α4(ゾus.

一 万〃〃卯1惚 罐oπ:βoッG6π 鶴(『 天 才 少 年 ジ ミー ・ニ ュ ー トロ ン』)

(2001)<00:51:14>18(イ タ リ ッ ク筆 者)

・Hooks:Canyouthink∂ αcんformetothemorningofSeptember8th
,the

morningafteryourhusbandpurchasedtheJurgensenfarm,one

weekbeforehisdeath?

-S〃oz〃 勘1伽goπC6磁7∫(『 ヒマ ラ ヤ杉 に 降 る雪 』)(1999)

<01:05:48>(イ タ リ ッ ク筆 者)

事実,上 記(5a)で 見 られた減算方式 か ら加算 方式へ の移 り変 わ りは,次 の(6)に お

ける言語現象 とも並行す る。

(6)[Thewaterlevelof]thepondis7襯 〃ガ〃gshort.

つ ま り,"[thewaterlevelof]thepond"が 指示す る 「池 の水 面」の高 さが低 くなってい

く事象 が前 景化 されるな らば,減 水 量 の 「加算 方式」で捉 え られる一方,"thepond"と

い う容器 内の内容物で ある残水量が前景化 されるな らば,残 水 量 の 「減算方式」で捉 え ら

れるが如 くであ る19。
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ここで,特 に問題 となるの は 「加算方式で捉 え られ る人工時計時 間が形成 され る根源領

域 は何か」 とい うこ とで あろ うが,認 知言語学の枠組み にお ける根源領域 は 日常生活 に即

したプ リミティヴな もの(特 に身体性や 自然物 に基づ く概念)で あるこ と,さ らに,人 工

時計 時間が以下(7a-c)の 特徴 を有 す ることを鑑み れば,そ れが 「川(の 水 の流れ)」 に

由来 しているこ とは想像 に難 くない。

(7)乱 「時」 の経過 が 「加算 方式」 で捉 え られる。つ ま り,「 時」 の位 置変化 が加算方

式で刻 々 と変化す ることになる。

b.「時」 の経 過 は 「直線状 」 で捉 え られ る。針 時計 の ような円状 の ものであ って

も,本 来 は直線状 の もの を円状 に しただけである。

c.「日寺」の経過 は 「連続状 」で捉 えられ る。

事実,次 の(8a-b)で は,「 川の水 の流れ」 に基づ いた時の世 界の概念 化が図 られてい る

こ とが観察 され,そ こにはTIMEISARIVERと も言 うべ き構造 のメ タファーが存 在 してい

るこ とが 明 らか となる20。

(8)aTheriverプZo勿3fast.

b.Timeガoω3fast

また,「 時の流れ」が 「川 の流れ」 に見立 て られ るか らこそ,下 記(9)一(10)に 示 さ

れるよ うに,そ の流 れにうま く乗れ るこ ともあれ ば,逆 に時 の流れ に合 わす こ とがで きな

いこ ともある。

(9)時 代の流れ に乗 って,彼 の事業 は順調 にス イス イ進 んだ。

(10)時 代の流れ に巻 き込 まれ/逆 行 して,彼 の事業 は不景気の波 に呑み込 まれた。

さ らに,川 の流 れの到達点 が 「海」で ある こ とを考 えれ ば,以 下(11a-b)の よ うな表現

が存在 しているの も合点がい く。

(11)aHelaboredthroughthe乃 忽 乃 ∫6α∫oflife.

b.Heisthe襯 刀忽鷹070fmysuccessfullife.
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出航 が人生の旅立 ち と して捉 え られ(例:社 会 人 と しての船 出),荒 波 を乗 り越 えるこ と

が人生の障害 を乗 り越 えるこ とを意味す るの は何 ら不思議 なこ とで はない。かつ て,多 重

障害 を持つヘ レン ・ケラーは自身の生涯 につ いて次の(12)の よ うに表現 した が,ま さ

に,ケ ラーは困難 な人生 を船旅 に喩 えなが らも,太 陽 とも言 うべ き 「愛の光」 によって 目

の前 の暗 闇が晴 れ,力 強 く人生 を航海す る指針 を発見 してい る。

(12)Iwaslikethat3乃 ψ...,onlyIwaswithoutoo辮 加 ∫30r∫o〃 加1初g陰一伽 θ,andhadno

wayofknowinghownearthe加7∂o〃 ノwas."Light1Givelight1"wasthe

wordlesscryofmysoul,andthelightofloveshoneonmeinthatveryhour.

一 黒 川(編)(1984:49)(イ タ リ ッ ク 筆 者)

視覚 ・聴 覚 ・発声 の三感 覚器官 に障害 を持 ち なが ら も触覚 を通 して言葉 の美 しさを追求

し,清 らか な愛 を理解す るこ とで光 に満 ちた人生 とい う航路 を旅 したヘ レン ・ケ ラーの一

生涯 も,こ れ まで述べ て きたTIMEISARIVERメ タファー を通 して捉 えられてい るこ とが

導 き出されるのであ る。

4.ス ペ イン語の前置詞表現 に見 る時間世界の概念化

4.1.ス ペ イン語 にお ける時の二重性

言語(表 現)と い う 「容器」 は相異 なっていて も,そ れ を使用す るのは 「人 間」 とい う

同 じ生物 であ り,自 身の生 身の肉体や知覚器官 を通 して繰 り返 し得 た経験 こそが 「人 間の

本質 の産物(productsofhumannature)」 に他 な らない。 そのため,そ こには言 語の枠

を越 えた 「共通 のモ ノの見 方」,す なわ ち 「人間言語 文化 」が存 在 す る場 合 も考 え られ

る。下記(1)が そ の詳細で ある。

(1)Eachsuchdomain[=abasicdomainofexperience]isastructuredwholewithin

ourexperiencethatisconceptualizedaswhatwehavecalledan6ψ 〃 飽π ガα1

gε3'α1乙Suchgestaltsare6勾 り67飽 〃'ガα〃ッ ∂α∫ガ6becausetheycharacterize

structuredwholeswithinrecurrenthumanexperiences.Theyrepresent

coherentorganizationsofourexperiencesintermsofnaturaldimensions(parts,

stages,causes,etc.).Domainsofexperiencethatareorganizedasgestaltsin

termsofsuch襯 魏 η1dimensionsseemtoustobe紹 伽7α1々 勿43q/6ψ6漉 κ06.

Theyare翅 伽 ノα1inthefollowingsense:Thesekindsofexperiencesarea

productof
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Ourbodies(perceptualandmotorapparatus,mentalcapacities,emotional

makeup,etc.)

Ourinteractionswithourphysicalenvironment(moving,manipulating

objects,eatingetc.)

Ourinteractionswithotherpeoplewithinourculture(intermsofsocial,

political,economic,andreligiousinstitutions)

Inotherwords,these"natural"kindsofexperienceα76ρ ノo伽c'∫(ゾ 加 挽 α%

〃α伽7θ.Somemaybeuniversal,whileotherswillvaryfromculturetoculture.

-LakoffandJohnson(1980:117 -118)(下 線 ・[]内 表 記 筆 者)

そ して,こ う した言語観 は,た とえば,下 記(2)の ア リス トテ レス哲学 に示 され るよ う

な哲学的見地 とも直結す るこ とになる。

(2)… 直接に経験 される世界は混沌とした印象 ・表象の世界である。われわれの思考

はこの世界のうちに秩序 をみつけだす。その思考内容は言葉によって表現 され形

を与えられる。だか ら,事 物 と言葉 とは不可分である。逆 に,当 該の事物 につい

て語 られる言語の結合 を分析 しさえすれば,事 物の知に到達することができよ

う。つ まり,経 騒材料である事物→思考→言語→事物の知のように,認 識は円環

的 に考 え られ よ う。 ア リス トテ レス は この ように考 え,プ ラ トンが立言形 式 と関

係 のない イデ ア とい う実在 を認め たの とはちが って,ど ん な表現 されない実在 も

認 めなか った。

一 堀 田(1991:121)(下 線 ・一部省略筆者)

つまり,外 界の事物 と言葉 とは不可分であり,人 間の認識は 「経騒材料である事物→思考

→言語→事物の知」 として捉えられるが,言 うまでもなく,我 々の誰 しもが自身の認識体

系 としてこの 「知覚 一言語 一人知」の密接な結びつ きを保持 している。それ故,自 身の生

身の肉体や知覚器官を通 して繰 り返 し得た 「経験」を基盤に形成された 「人間言語文化」

の見地に基づけば,ス ペイン語母語話者の無意識的意識において も,§3で 論 じた 「時の

二重性」 という同様の概念化 を保持 していたとして も何 ら不思議 なことではない。次の

(3)一(4)が その実例である。
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(3)Alaios忽 協6〃'6semarch6paraEspaia

attheyearfollowing(he)leftforSpain

→ 英 訳(直 訳):HeleftforSpainattheFOLLOwINGyear .

→ 英 訳(意 訳):HeleftforSpainthe〃10z磁gyear .

(4)Realiz6unagranobraenelafioprecedente.

(He)realizedagreatworkintheyearpreceding

→ 英 訳(直 訳):HerealizedagreatworkinthePREcEDINGyear .

→ 英 訳(意 訳):Herealizedagreatworkintheρ76c6認 〃gyear .

4.2.英 語の表層構造 とは異 なるスペ イン語の時間表現

一 「到達点 への移 動経 路」概念 を通 して 一

次 の(1)に 示 され るよ うに,ス ペ イ ン語で は 「期 限」 の意味 用法 として前置詞para

が用 い られ る。 さ らに,ス ペ イン語前 置詞paraに は,以 下(2)の 辞書記載 に見 られ る

よ うな意味用法が存在す る。

(1)Lotendr6preparado1り α700chohoras.

it(1)willhavepreparedbyeighthours

→ 英 訳(直 訳):IwillhaveprepareditBYeighthours .

→ 英 訳(意 訳):Iwillprepareit∂ ッeighto'clock .

(2)1《 目 的 ・用 途 ・行 き先 ・適 合 性 》

1《 目的 》 … の た め に;((+不 定 詞/que+接 続 法 …す る))た め に.

2～qu6sirveesto?こ れ は何 の役 に立 つ の です か.

2《 用 途 》 …用 の;((+不 定 詞 …す る))た め の.
せき

Quierounjarabe～latos.咳 止 め の シ ロ ッフ が゚ 欲 しい.

3《 あ て先 》 …宛 の.

Estepaquetees～ti.こ の 小 包 は君 宛 だ よ.

4《 方 向 ・行 き先 》 …の 方 へ 向か っ て,… 行 きの.

Iba～casacuandomeloencontr6.家 に 向 か って いた と き彼 に出 くわ した.

5《 適 合 ・利 益 》 … に とっ て,… の た め に.

Eltabaconoesbueno～lasalud.タ バ コは健 康 に よ くな い.

6《 機 能 ・職 能 》 … の た め に.

Lahancontratado～secretaria.彼 女 は秘 書 と して採 用 され た.

一57一



教養 ・外国語教育センター紀要

7《 能 力 》 … の た め の.

Esmuymala～lamUsica.彼 女 は音 楽 の才 能 が な い.

2《 観 点 ・基 準 》

1《 判 断 基 準 ・対 比 》 … と して は.

Estaniiaestamuyalta～suedad.こ の 娘 は年 の わ りに とて も背 が 高 い.

2《 意 見 》 … に とっ て は.

P～muchagente,esunpesado.多 くの 人 に とっ て,彼 は う っ とい う し

い 存 在 だ.

3《 期 限 ・期 間》

1《 期 限》 … まで に.

P～lasochoestaremosaqui.私 た ち は8時 まで に こ こへ 来 る よ.

2《 期 間》 …分 の,… の 問の.

Tengodinerosolo～unpardedias.私 は2・3日 分 の お 金 しか な い.

一 「小 学 館 西和 中辞 典』(s .v.por,ρ76ヵ.)(一 部 省 略 筆 者)

しか しなが ら,下 記(3)の 認知言語学的お よび歴史意味論的見地 に基づ くと,ス ペ イ ン

語前置詞paraが 誕生 した ときには,そ れが表す概念 は1つ しかなかった と考 え られる。

(3)人 間 があ る単語 を生 み出す とき,そ れはあ る1つ の ものを表 したい か らに他 な り

ませ ん。つ ま り,「1つ 」の単語の誕生時,そ れ はあるもの 「1つ 」 しか指 してい

ないのであ って,最 初 か ら2つ も3つ も同時 に指 し示す ような働 きはなか った と

考 え られます。 ここか ら,下 記(9)の 捉 え方が導 き出され ます。

(9)本 来1つ の単語 には1つ の 「(派生的意味 を生 む際 に中心的 となる)意

味」(=中 核 コンセプ ト)し か ない。

一 森 山 ・幅森 他(2010:12)(下 線筆者)
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ここで,以 下(4)の 疑問が生 じる。

(4)ス ペ イ ン語 前置詞paraが 誕生 した とき,そ れ が表す概 念が1つ しか存 在 してい

なか った とす るな らば,そ の概念 とは如何 なるモ ノで あったのか?

前置詞paraの 原型 と見 られる語 が用 い られ ている文献21に は既 に複数 の意味用 法が生 じ

ていた事 実が確 認 されるため,(現 存す る資料 を用い た)通 時的 な観点 か らだけで は,そ

のいず れがparaの 原義 であ るのか を厳 密 には断定 で きない。 しか しなが ら,次 の(5)

に見 られ る認知言 語学 的お よび歴 史意 味論 的見 地 に基づ くと,paraの 原 義 を推定 す るこ

とは可能 である。

(5)し かも,自 然の森や山に囲まれた昔の人々の生活環境 を想像すれば,そ の中核 コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ンセプ トとは目に見えるような素朴な具象物を指 し示す意味であったと考 えられ

ます。 そこか ら,時 の経過 に よって派生義が発生 しま した。

一 森 山 ・幅森 他(2010:12)(下 線筆者)

換言 す れ ば,メ タフ ォ リカ ル な意 味変 化 の流 れ は具 象 物 か ら抽 象物 へ移 り変 わ るので

あって,通 常 その逆 は ない。故 に,paraの 原義 はよ り具象 的な もの を指示 す る意であ り,

よ り身体経験 に即 してい るに違い ない。 この よ うな言語観 を採用す る と,上 出(2)に 見

られた種 々の意味用 法の 中で も最 も具象性 を帯 びて いるの は 「到達点へ の移動経路 」22で

ある。そ の実例 として下記(6)を 挙 げる。

(6)Voy1)σ ノαValenciaestatarde.

(1)goforValenciathisevening

→ 英 訳(直 訳):IgoFoRValenciathisevening .

→ 英 訳(意 訳):Iwillgo'oValenciathisevening .

しか しなが ら,こ の 「到達 点への移動経路 」がparaの 原義 であ るとす るな ら,一 ・つ大 き

な疑 問が生 じる。そ れは以下(7)で あ る。

(7)如 何にして 「到達点への移動経路」から 「期限」に概念拡張が起こり得たのか?23
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この疑 問 を解決す るため に,ま ず は 「到達 点への移動経路 」 を表す前置詞paraと しば し

ば比較 ・対 照 され る前 置詞であ る 「到達 点」概念表示前 置詞aに 目を向け る。次の(8)

がそ の実例であ る。

(8)VoyαValenciaestatarde.

(1)gotoValenciathisevening

→ 英 訳(直 訳):IgoToValenciathisevening .

→ 英 訳(意 訳):Iwillgo'oValenciathisevening .

上記(6)と(8)と の意 味 の違 い をスペ イ ン語母 語話 者 に尋 ねて も,筆 者 の経験 上,

「同 じ意味 を表す」 とい う回答内容が得 られ るばか りであった。 しか しなが ら,ま った く

同一 の意味であ るな らば,形 式(つ ま り語句 の形態)は1つ だけの方が言語の経済性 に即

している と言 わざるを得 ない。事実,両 者の文 には以下(9)の よ うな違いがあ るこ とが

指摘 され てい る。

(9)aが 到達点 を明示 す るの に対 して,paraは その方向 を 目指すが,必 ず しも到達点

には力 点が ない.VamosαValencia.で は到 達点がバ レンシアであ るこ とが はっ

きりと示 されているが,Vamos餌 耀Valencia.に なる とバ レンシア方面 に向か う

とい うことで,到 達点 がバ レンシァであ るとい うこ とには必ず しもな らない.手

前で行 くの をやめ る可能性 もある.

一 山田 他(1995:163)(下 線筆者)

こ こ で気 をつ け るべ きこ とは,言 語 事 象 の 分 析 に は,言 語 運 用(performance)に 関 す る

容 認 性(acceptability)と 言 語 能 力(competence)に 関 す る 文 法 性(grammaticalness)

と を 混 同 す る こ と な く,区 別 して 捉 え る 必 要 が あ る とい う こ とで あ る。 確 か に,上 出
　 　 　

(6)と(8)の 文 は,ス ペ イ ン語母語話者 が回答す る ように,容 認性 の点 では 「2つ の
　 　 　 　 　

文の表す意 は同 じ」 とい う表面的 な見方 もあ ろ う。 しか しなが ら,文 法性,す なわち厳密
　 　 　 　

な意味での語用の点で はやは り 「2つ の文の表す概念 は異なる」 と捉 えなければな らない 勿。

その証拠 に,こ の 「到達点」概念表示前置詞aがTHESpATIALTIMEメ タファーを通 して

時 間世界 の事象 に転用 され る と,下 記(10)に 見 られ る ような 「(時の流 れにおけ る)或

る行為の終着の時点」 を表す こ とになる。
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(10)Entrenamosdecuatroαsietetodoslosdias.一*
1)α7α

(We)trainfromfourtosevenallthedaysf

or

→ 英 訳(直 訳):Wetrainfromfour
。Tosevenalltheday&FOR

→ 英 訳(意 訳):Wetrainfromfour'oseveneveryday .*

ノ∂7

つ ま り,前 置 詞paraとaを 使用 した場 合,両 者 の 問には何 らか の概念 の違 いが存在 し,

その違い こそが 「期 限」 と 「時点の終点」 とい う派生義の違い を生 じさせ る原 因になった

と考 え られる。

まず,「 到達点」概念表示語aの 概念 に注 目してみ よう。 「到達点」概念表示語aの 背後

には,対 義 となる 「出発 点」概 念表示語deが 存在 してい る。 すなわ ち,"de-a"で 一

対 の概念 を形 成 して い る。故 に,ス ペ イ ン語前 置詞aの 概念 は,「 到 達点 」が前 景化 さ

れ,移 動 のス キーマ(c五LakoffandJohnson(1999:33))に お ける他 の要素が背景化 され

た形 で捉 え られ る。次の(11)が そ の概念図で ある。

(11)ス ペ イ ン語前置詞aの 概念 図

.へ、 経 路
1

、
、,'

出発点

レロ

到達点

他方,前 置詞paraは,下 記(12)に 示 され る ように,本 来 「到達 点」概 念表示語 であ る

aと 「貫通→経路 」概念表示 語であ るpor25と が合成す る ことによって形成 された と想定

され てい る。

(12)probablementealteraci6ndelantiguo1)07α,compuestode1り07yα;alteraci6n

facilitadaporelinflujodelaantiguapreposici6n加7,queseempleabaen

juramentos,procedentedelalat.PER.

(お そ ら くρ0ノ と αが 合 成 した古 形 ρ0耀 の 変 化 した もの。 ラ テ ン語PERか ら 由 来

した,宣 誓 文 に用 い られ て い た古 い前 置 詞 ρα7の 影響 に よ って よ り容 易 に変 化 し

た。)

-Co70〃 励 α∫(s
.v.para)(下 線 ・日本 語 訳 筆 者)

この ことか ら,前 置詞paraは 前置 詞a/por各 々が包含 す る 「到達 点」/「 経路 」概 念

一61一



教養 ・外国語教育センター紀要

の両者 を吸収 した と推測 され る。 また,上 出(9)の 「Vamosρ αzαValencia.に なる とバ

レンシア方面 に向か うとい うこ とで,到 達点がバ レンシアで ある とい うこ とには必ず しも

な らない.手 前で行 くの をや める可能性 もあ る」 とい う記述か ら,移 動のス キーマ にお け

るparaの 役割 と して,到 達 点が必ず しも前景化 され ていない ことが伺 える。 以上 の理 由

か ら,paraの 概 念 図は,「 出発点 」が背 景化 され,経 路が前景化 された次の(13)と して

描か れるこ とになる。

(13)ス ペ イ ン語前置詞paraの 概念 図

、一ー

'、

、

1

経 路

出発点

口
到達点

こ こで,当 初 の疑 問(7)へ の解 決 に至 るこ ととなる。既 に3.2.で 「時の二重性 」

につ いて観 察 したが,「 加算 方式」 によって捉 える と,時 は過去 か ら未来 に向けて時 を刻

んでい くこ とにな る。 したが って,前 出(1)の 文 において は,「8時 を到 達点 と して,

その到達点への移動経路 に存在す る どこかの時点 で→8時 まで(の 或 る時点)に 私がそれ

を準備 す る」 と捉 え られ る。 この よ うに して,「 到達点へ の移動 経路」 か ら 「期 限」へ概

念拡張が生 じた と考 え られるのであ る。

以上,観 察 して きた ように,ス ペ イ ン語前 置詞paraの 持つ 「到 達点へ の移動経 路」か

ら 「期 限」 へ の概 念拡 張 は,「 時 の二重性 」 にお け る 「加算 方式 」 を用 いて捉 える こ と

で,初 め て そ の 全 容 が 明 らか とな っ た。 この 「時 の 二 重 性 」 に関 して,Lakoffand

Johnson(1999:148)に は以下(14)の 記述が見 られる。

(14)Thedetailsofthetwogeneralmetaphorsfortimeareratherdifferent;indeed,

theyareinconsistentwithoneanother.Take,forexample,the60辮60f

"Chi
rstmasiscoming"(MovingTime)andthe60〃z60f"We'recomingupon

Chirstmas"(MovingObserver).Bothinstancesofco〃z6aretemporal,butone

takesamovingtimeasitssubjectandtheothertakesamovingobserverasits

subject.Thesameistrueofρ α∬in"Thattimehaspassed"(MovingTime)

and餌 ∬in"Hepassedthetimepleasantly"(MovingObserver).

-LakoffandJohnson(1999:148)(下 線 筆 者)

一62一



時の世界と人間の認識

こ こで は,"Chirstmasiscoming"と い う表 現 は 「減 算 方 式 」 と して捉 え られ て い るが,

こ れ は,"We'recomingupamountain"と い う事 象 を"Amountainiscoming"と 表 現

す る の と同 じ よ う に,"We'recominguponChirstmas"と い う事 象 を"Chirstmasis

coming"と 表 現 して い る だ け で あ る と考 え られ る。 換 言 す れ ば,"Chirstmasiscoming"

とい う表 現 は,「 視 点 の移 動 」 が 加 味 さ れ る こ とに よ っ て,「 あ たか も(固 定 され た期 日で

あ る)Christmas(day)が 発 話 者/書 き手 に向 か って 移 動 して拡 大 す る(up)」 か の よ う

に 捉 え ら れ る 「錯 覚 」 表 現 で あ る と 見 な し 得 る。 つ ま り,"We'recomingupon

Chirstmas"と 同 様 時 の刻 み に従 って 時 が 加 算 され て い く 「加 算 方 式 」 で捉 え られ て い

るの で あ る。

な お,同 様 の こ と は ス ペ イ ン語 に も当 て は ま り,た と え ば 次 の(15)に お け る"el

prazoparapresenterlatesisdoctoral"(博 士 論 文 の提 出期 限)も 本 来 「固定 さ れ た期 日」

上 に存 在 す る指 示 物 で あ るか ら こそ,そ の移 動 の 錯 覚 に は話 者/書 き手 の 「視 点 の 移 動 」

が 適 用 さ れ る こ とに な る。

(15)Elprazoparapresenterlatesisdoctoralestaaproximandose.

thedeadlinetopresentthethesisdoctoralisapProaching

→ 英 訳(直 訳):Thedeadlinetopresentthedoctoralthesisisapproaching .

5.ル ーマニア語の前置詞表現 に見 る時間世界の概念化 一 「分離」概念 を通 して 一

次 の(1a-c)に 示 され る ように,「 期 間」 の意味用法で あって も 「単 数」の時 を指示す

る名詞句が後続す る場合,ル ーマニ ア語で は前置詞deが 用い られ る。

(1)a.Nute-ammaiv5zut46unan.

noyou(1)havemoreseenoffayear

→ 英 訳(直 訳):IhavenotseenyouoFFayear .

→ 英 訳(意 訳):Ihavenotseenyouヵ7ayear .

b.*Nute-ammaiv5zutc〃unan.

noyou(1)havemoreseenwithayear

→ 英 訳(直 訳):*Ihavenotseenyou卿 励ayear .

c.*Nute-ammaiv首zut加 〃〃%unan.

noyou(1)havemoreseenforayear

→ 英 訳(直 訳):*Ihavenotseenyouル7ayear .
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それ に対 し,下 記(2a-b)に 示 され る よ うに,複 数 の 「時」 が 対 象 とな る場 合 は,unan

(ayear)の 複 数形ani/aniiが,cu/deい ず れ に も後 続 可 能 と な る。

(2)a.

b

Nute-amm・iva・ut諺 ・nibuni・

・・y・u(1)h・v・m・ ・eseen甥 乃yearsm・ny

一 英 訳(直 訳)・lh・v・n・tseeny・uWm・nyyears .

→ 英 訳(意 訳):Ihavenotseenyouヵ7manyyears .

Nute-・mm・iv首 ・ut諺 ・niL

ω励
noyou(1)havemoreseentheyears げ

一 英 訳(直 訳)・lh・v・n・tseeny・u盟th・years ・

→ 英 訳(意 訳):Ihavenotseenyouヵ7years .

こ う した容認 度の差 を生 じさせ るcu/deの 使 い分 けのメ カニズ ム(=(1a-c)),お よ

び,同 一文でcu/deを 用 いた場合 の概 念 的差 異(=(2a-b))を 明 らか にす るため に,

まず はdeの メタ ・プロセス に着 目してみ よう。

下記(3)に 示 される ように,deは い わゆる 「奪格」概念 表示前 置詞であ るが,(la)

にお けるdeの 意 味用法 は英語 だけを学習 した者 に とっては特 異 な語法 に感 じられ るに違

いない。 なぜ な ら,英 語 では"*Ihavenotseenyouげ/〃o〃zayear."と 表 し得 ないか

らで ある。

(3)As首ritゴ6peacoperi$.

(he/she)jumpedoffonroof

→ 英 訳(直 訳):He/ShejumpedoFF[thesurface]onroof

→ 英 訳(意 訳):He/Shejumpedげtheroo五

そ こで,deの 中核概念 をよ り明確 にす るため に,物 理 的事 象 に言 及す る次 の(4)に 注

目す る。
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(4)Merg4θ1α 孚coal首laspital↑nfiecarezi.

(1)w・lk・ 丘 ・tsch・ ・1彫h・ ・pit・li・ ・v・・yd・y

一 英 訳(直 訳)・lw・lk・FFATsch・ ・1{矧h・ ・pit・lin・veryd・ 弘

→ 英 訳(意 訳):Iwalk〃o〃ztheschooltothehospitaleveryday .

上記(4)に 示 され るよ うに,物 理 的事 象表示 で英語前 置詞fromの 概念 に相 当す る表現

としてルーマニア語 では"dela"が 用 い られる。英語 では通常,奪 格概念 表示 にfromか

offが 宛 がわれ るが,ル ーマニ ア語deの 概念 は後者offの それ に相 当す る と言 わ ざるを得

ない。 なぜ な ら,上 記(4)に 見 られ るlaは 本 来,英 語前置詞atの 概念 を包含 す る 「0

次元」概念表示前置詞 として捉 え られ るか らで ある(cf1)E五R(s.v.la,ρ7ε ρ.))。つ ま り,

deが 「1-2次 元物 か らの分 離(OFF)」 概念 を表示す るが故 に,(4)で は,laの 力 を

借 りる こ とに よ り,「 出発 点」 と して 「0次 元」 化 させ る必要 が ある と考 え られ る(c五

Moriyama(2011))。 事実,下 記(5)のdecand(candは 文頭 で用 い るとcind)は 文字

通 りは`o丘when'と 訳 されるが,こ こでのwhenが 本来"atthetimewhen"と してat

の概念 を内包 してい る と考 えれば,laが 用 い られないの も合点が い く26。

(5)D66伽4m-amm首ritatm-am,1首satdefumat.

offwhen(1)havemarried(1)havequitedofsmoking

→ 英 訳(直 訳):OFFwHENIhavemarried ,Ihavequitedofsmoking.

→ 英 訳(意 訳):S初c61gotmarried ,Ihavequitedsmoking.

ま た,(4)のdelaの 概念 が 時 間世 界 に まで拡 張 した実 例 が 以下(6)で あ る一 方,

(5)のdecandに[+affair]と しての 出来事 を表示 す る名詞句 が後続 す る場合 は,そ

の出来事 を述部 の事象 に 「同伴」 させ るため に(7)の"decandcu"が その姿 を現す27。

(6)D61αaccidentaldeieri,numaipotvedeacuochiulstang.

offattheaccidentofyesterdaynotmore(1)canseewiththeeyeleft

→ 英 訳(直 訳):oFFATtheaccidentofyearsterday ,Icannotseewithmylefteye.

一 期(意 訳)・ 灘th・yest・ ・d・ゾ・accid・nLIcann・tseewithmyl・ 仕 ・ye
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(7)D6candcuaccidentaldeie瓦pietoniinumaitraverseaz話pero$u.

offwhenwiththeaccidentofyesterdaythepedestriansnomorecrossonred

→ 英 訳(直 訳):OFFwHENwlTHtheaccidentofyesterday ,thepedestriansdo

notcrossonredanymore.

→ 英 訳(意 訳):S初c6theyesterday'saccident ,thepedestriansdonotcrosson

redanymore.

前 出(1a)に お け るdeと この(6)に お け るdelaと の語 法上 の差 異 は,後 者 が[+

a丘air]と しての出来事 を表示 す る名詞句 が後 続す る こ とに よるが,上 出(4)と 同様,

抽象世界 におい て も出発点 として与格名詞句 の指示物 を一点化す る認識が関 ってい る。 こ

こで重 要 な ことは,裏 を返 せ ば,前 出(1a)が 表 す事 象 におけ るunan(ayear)の 指

示物 は一点化 された単 なる出発点 として概念化 されてい るわけで はない,と い うこ とであ

る。事実,以 下(8)に おい ては,delaの 使用 は容認 されない。

(8)Nut-m・iv首 ・ut{・ 誰 如}un壁

・・ 蜘1)一 一 一 謡}・ 照

一 英訳(直 訳)・lh・v・n・tseeny・u{・
。瓢T}・yeaL

一 英訳(意 訳)・lh・v・n・tseeny・u{脇}・yeaL

以上 の見解 に基づ くと,前 出(1a)お よび上記(6)のdeの 概念 はや は り,英 語前 置

詞offの 概 念 に相 当 し,前 出(4)に 見 られ るような概念 をその プロ トタイプ拡 張の根源

領域 としている。 さ らに,こ の 「1-2次 元物か らの分離」概念 を前提 に時 間世界の次元

を考 える と,通 常,「 線状 」 の1次 元物 がそ の対 象 となって い る と捉 えるのが 論理 に適

う。 「線状」が姿 を現すのであ れば,必 然的 に 「(過去か ら未来 に向か う)時 の流れ」が考

慮 されるこ とは言 うまで もない。詰 まる ところ,delaで はな くdeが 用い られてい るの は,

§3で 観 察 した 「(過去 か ら未来 に向 か う)時 の流 れ」 を前 景化 させ る ためで あ り,か

つ,deの 中核 には 「分離 」概念 が据 えられてい るの だか ら,時 間世界 にdeを 用いた場合

はその副作用 として上出(6)でdelaを 用 いた事象 ほ どの出発点 その ものの前景化が引

き起 こされ ない。故 に,前 出(1a)お よび上記(8)のdeの 概 念 は,「 経路」認 識 だけ

が前景化 され た次の(9)図 として描か れるこ とになる。
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(9)時 間世界に言及する事例でdeを 用いた認識

、一
ノ

'、
、

経路(二 到達点 に至 るまでの状態継続)

出発点(二 過去の或 る一時点)

「一一1

L-」

到 達 点(=発 話 時 点)

ただ,こ こで問題 となるのが下記(10)の よ うな事例であ る。

(10)ani/aniiい ずれで あって も,「 複数」 の時 を指示す る名詞句 が後続す る場合,cu

/deの 双方が使用可 能 となる。その場合,そ れぞれ の概念 的差 異は如何 なる もの

か?

ルーマ ニア語 文法上,aniは 英語 でい う無冠 詞複数 形のyearsに 相 当す るのに対 し,anii

は限定詞概念 を含 ん だ複 数名詞句,す なわ ち英語 でい うtheyearsに 相 当す る。 それ故,

限定詞概 念 を包含 しないaniに ついて は,(口 語 で は表現可 能で ある ものの)フ ォーマ ル

にはaniを 修 飾す る形容 詞句が後続 しない 限 り,"*46ani"と は表現 されない。 したが っ

て,前 出(2a-b)で は,cu/de共 にani/aniiと 共起可能 となる。 この ような条件の下,

上 出(9)の 認識 図 に基づ くと,deを 用い た場合 は複 数の時の流 れが浮か び上 が る。一

方,cuの 中核 には 「同伴 」概 念が据 えられ てい るの だか ら,そ こには時の流 れ を示 唆す

る連続走査(sequentialscanning)が 機 能す る余地は ない28。 事 実,以 下(11)に お ける

容認度の結果か らは,de/cuそ れぞれの概念 的差異 が生 じている ことが観 察 される。

(11)Nuam

no(1)havemore

→ 英訳(直 訳)

→ 英訳(意 訳)

m・iman・at・a・n・{

eat㎝m・at{

Ih・v・n・teat・nmeat{・

Ih・v・n・teat・nmeat{・

艦multi・nL

off

withmanyyea「s

鼎H}m・nyye一

猛}m・nyye一

なぜ な ら,(11)で はdeに よって1年1年 の複数 の時の流れ に沿 った 「状態の継続」が前

景化 し,そ れ ら複数 の経路 認識が連 なる ことによ り,「 多年;長 年 」の事象が表 され るこ

とにな るか らであ る。つ ま り,次 の(12)に 示 され るよ うに,そ の経路認 識がtrecutiな

どの力 を借 りて よ り明確 になるので あれば,な お さ らdeと の相 性が良 く,時 の流 れ を強

く感 じさせる 「状態 の継続」概念 が上 出(9)の 連続走査 に よって増幅 され るのである29。
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　21く
1)6..anll

*C%

off

with

→ 英 訳(直 訳)

}

}t㎞ 一 螂t

{・

trecutlpre‡}ull皇carnes-a maiscumpit

thepriceatmeatgot(itself)moreexpensive

鼎H}血 ・pおty・ 独phceatmeat即ti怜 ・丘m・reexp・n・ive

→ 英 訳(意 訳):Fo7thepastyearsthemeafspricegotmoreexpensive .

6.お わりに

本稿では,ま ず,多 くの日本人が中学校 ・高等学校における6年 間の教育課程で学習す

る外国語である 「英語」の諸表現 を契機 に,§2で は 「次元」を通 した時間世界の認識

を,ま た,続 く§3で は 「減算方式」 と 「加算方式」 とい う2つ の方式による時間世界の

認識 と互いの概念的結びつ きを観察 した。その上で,§4で は英語 と同様,ス ペイン語に

も 「時の二重性」が存在 していることを確認する一方,英 語では同種の中核概念(お よび

それに基づ くメタ ・プロセス)表 示語が観察 されないスペイン語前置詞paraを 取 り上

げ,そ の意味拡張のメカニズムには§2-§3で 観察 した同様の認識が密接に関っている

とい う妥当的説明を与えた。このような人間言語文化がルーマニア語の諸表現にも観察さ

れることを論 じたのが §5で ある。そこでは,表 面上は英語 と異なる 「分離」概念表示語

が用いられていても,そ の根底には§2-§3で 導 き出された時間世界の認識システムが

図地分化によって生 じているプロセスを観察 した。ここに,人 間の本性の産物 としての

「人間言語文化」(=国 境のない言語文化)と,各 社会文化圏 との相互作用によって生 じる

「民族言語文化」(=国 境のある言語文化)へ の相互理解を深めるための言語文化教育の基

盤が提示されることになる。

本稿 は 「時の認識」の実像を複数言語の観点から明 らかにしたが,そ の中で唱えた主

義 ・主張は言語学研究の枠組み内に留 まるだけではない。国境線 を前提 としなが らも

人々やモノ ・情報が自由に行 き交 う 「多文化社会」では,様 々な 「衝突」が生 じ得ると考

えられる。国際社会で活躍する人材を育成するには,そ うした衝突に対応 し得るだけの教

育,つ まり,多 様な価値観 ・概念 ・認識にまで理解を及ぼそうとする新 しい外国語学習 と

しての 「言語文化教育」が求められると信 じて止まない。自戒の念を込めて言っている31。

本稿 も終わりに近づいてきた。次の記載で もって結びとしたい。

(1)a.ま た 「ユネスコ国際教育指針一九九一」では国際理解教育を 「未来の教師のた

めの必修科 目にすべ き」としているにもかかわらず,そ れを学生全員の必修科

目に している教育学部を私は知 りません。岐阜県は,在 日韓国朝鮮人,企 業研
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究生 として来 日す る中国人,出 稼 ぎの 日系 ブラジル人 な どが在 住 し,「 多 文化

共生 」が急務 のはずですが,私 の勤務 す る教育学部 で も 「異文化理解」 は英語

を専攻す る学生 の必修科 目にす ぎませ ん。

一 寺島(2009:18)

b.つ ま り,「 英語 は世 界語 だ」 と信 じて いる英米 人はあ ま り外 国語 を勉 強せ ず世

界 の こと も良 く知 らない し,「 英 語 は世 界語 だ」 と信 じて英語 を必死 に勉 強 し

て いる 日本 人 も(英 語 を使 う場 が限 られ ているだけで な く)ア メ リカ人の 目で

世界 を見 る ように仕組 まれてい るために逆 に世界が見 え ませ ん。 … これで は,

チ ョムスキーが言 うように,情 報操作 ・報道操作(MediaControl)の 罠 にはま

り,「 合 意の捏 造」(ManufacturingConsent)を その ま ま受 け入 れ て,英 語 を

学べ ば学 ぶほ ど 「英語バ カ」 にな ってい く恐 れ さえあ ります。何 のため に英語

を学 ぶ のか の再 考が 今 日ほ ど切 実 に求 め られ てい る と きは ない よ うに思 えま

す。

一 寺 島(2009:36-37)(一 部省略筆者)

注

1本 稿 の執筆分担 は,森 山が §1を,幅 森が §6を,そ して森 山 ・幅森が §2-§5を

担 当す る。

2見 田宗介氏 は同書の著者 ク レジ ッ トとして 「真木悠介」 を用い ている。 なお,こ れ ら

4つ の時 間感覚 につ いて詳 しくは森 山 ・輻森 他(2010:348-355)参 照。

3「 時 間」 と表現す る と,「 時」 とい う抽象物が 「空 間」 とい う具象的場所概念 によって

す で にメ タ ファー化 され た認識 を表 して しま うが,本 稿 で は便宜 上,「 時」 を 「時

間」 として論 を進め る。

4「 空 間関係づ け(spatialrelationship)」 につ いて詳 し くはLakoffandJohnson(1999:

34-36)参 照。 また,現 象学 の観 点 も交 えた 「人 間言語文化 」の観点 につい て詳 しく

はLakoffandJohnson(1980:117-118)参 照。 なお,本 稿 §4-§5で スペ イ ン語 ・

ルーマニ ア語 各 々の言語実例 を採用 した理 由は,英 語 はゲ ルマ ン語族 に属す る もの

の,以 下[1]に も見 られ るよ うに,NormanConquest以 降1万 語 もの語 彙が ラ

テ ン語か ら借 用 された事実 か ら,ラ テ ン語 由来言語 との比較 ・対照 が ローマ ・アル

フ ァベ ッ ト言 語 圏におけ る母 語話者 の認識 を浮 き彫 りに しや すい と考 えた こ とによ

る。

[1]ノ ルマ ン人 の征 服 以 前 に英 語 に入 っ て きた フ ラ ンス 語 はcastle「 城 」,
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pride「 誇 り」,tower「 塔 」な ど数語 にす ぎなかったが,13世 紀初めか ら徐 々

に増加 し,1350-1400年 に頂点 に達 した。 中英語期 だけで じつ に1万 語 もの

借入語が英語 に入 って き,し か もそ の うち7500語 が今 日の語彙 に残 ってい

亙 ・

一 中尾(1989:59)(下 線筆者)

個別 に言 えば,ス ペ イ ン語 はフラ ンス語 と同様 ラテ ン語か ら派生 した イタリ ック語

派 に属す る言語で ある。 そこで,こ のフラ ンス語語彙 を介す るように して,ス ペ イ ン

語 と英語 との間に語 の形 とその意味 との類似性が顕著 に観察 され る と考 え られ る。他

方,ル ーマ ニア語 はギ リシア語 ・ス ラブ語 ・ハ ンガリー語 ・トルコ語 ・フランス語 な

どの借用語彙が多 く,か つ,文 化的 にローマ ・カ トリ ックの影響 をほ とん ど受 けてい

ない特異 な言語で あるこ とか ら,ロ ーマ ・アルフ ァベ ッ ト言語の 中で も比較的英語 と

異 なる言語 として時 間概念 の異 同を参照す るのに大 きな役割 を果 たす と考 え られ る。

5本 稿 で用い られ てい るすべ ての スペ イ ン語 ・ルーマ ニア語実例 は,そ れぞれの母語話

者 のチ ェ ックを受 けてい る。 また,そ れ らスペ イ ン語 ・ル ーマニ ア語 実例 におけ る

各 々の単語 には英単語 グロ ッサ リを付加 し,適 宜,そ の全文 の直訳/意 訳 となる英訳

を記載す る。

6ル ーマ ニ ア語 で は,aurma,urma,↑nurma,Tnurm言 は そ れ ぞ れ,英 語 で い うto

follow,track/trace,behind,agoの 概念 に相 当す る。つ ま り,urmaは 本来 「後 方」

概念 を示す もの の,↑nurma,↑nurm首 に見 られるように,物 理世界 と抽象世界でそれ

ぞれ,"-a"と"一 ガ を使 い分 けている ことが観察 される。

7"Iaimedtheri且ecarefullyα'thebird."に 見 られる ようなatに も同様の概念が反映

され てい る。

8"Sheisα'churchnow."に 見 られる ようなatの 概念拡張 につい て詳 しくは森 山 ・輻

森 他(2010:115-120)参 照。 また,atは そ の抽象 性故 に,抽 象名詞 句 との共起 関係

が数多 く確認 される。詳 しくは森 山 ・幅森 他(2010:120-122)参 照。

9「0次 元」認識 を基 に したatの 意味変化 の妥 当性 は数学 的観 点か らも支持 され る。詳

しくは森 山 ・幅森 他(2010:141-146)参 照。

101NcoNTAcTwITH,suppoRTEDBY,ABovEの3つ の意味要素が反映 された典型的 な文

として"Sheleanedo%[against]thewall."の よ うな文がが挙 げ られ る。 なお,こ こ

でのABOVEは 「方向性」 を述べ ているだけであ って,い わゆ る英語前置詞aboveの

概念 とは異 なる。 また,"ThereisaHyo〃thewall."の よ うな文 が表 す事 象 に は

「視点 の移動」が反映 されてお り,壁 を地面 に見立 てる ことに よってABOVEの 方向性

が保持 され てい る。
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llし た が っ て,こ こ で の 「1時 間 の 形 態 で;1時 間 を利 用 して 」 とい うの は,「1時 間

経 っ て;1時 間 ち ょ う どで 」 が 通 常 の解 釈 で あ る。 そ れ 故,「1時 間後 に(=1時 間

経 過 す れ ば そ れ 以 降 は い つ の 時 点 で も言 及 可 能)」 を示 した け れ ば,"1且nishedit

φ67anhour."の よ うに 表 さな け れ ば な らな い 。

12"Shesato〃/勿thechair."や"Shewasstanding磁/o%/勿thecornerofthe

room.",`Heknockedα'/o〃thedoor."な ど,次 元 の 観 点 か ら見 たそ れ ぞ れ の 前 置

詞 句 表現 の 概 念 的差 異 につ い て 詳 し くは森 山 ・幅 森 他(2010:130,137-138,139)参

照 。 ま た,地 理 的要 因 の 観 点 も加 味 した"Hewalkedo〃/初thestreet"の 概 念 的

差 異 に つ い て 詳 し くは森 山 ・幅 森 他(2010:131)を,乗 物 名詞 句 との共 起 関係 に関

る"geto〃/勿"の 語 用 の メ カ ニ ズ ム に つ い て 詳 し く は 森 山 ・幅 森 他(2010:

131-132),Moriyama(2011)を 参 照 。

13現 実 世 界 で は複 数 の 空 間が 集 ま っ て も3次 元 の ま まで あ る。 とい う こ とは,時 の 世 界

で も,空 間 以 上 の 次 元 は な い 。 したが っ て,week,month,year,century… と い く ら

時 間単 位 が 増 え て も,通 常inと 結 び つ く こ とに な る。

14"Shewas[勿thestateof]jogging."(彼 女 は ジ ョギ ング を してい る とこ ろで あ っ た)

の よ う に,同 様 の 認 識 は 異 言 語 間 に渡 っ て も観 察 され る。 詳 し くは森 山 ・輻 森 他

(2010:140)参 照 。

15Lako丘andJohnson(1999:137-169)に お い て も同 様 の 論 が 展 開 され て い る。

16詳 し くは §4-§5に て詳 述 。

17中 国語 で 未 来 を 「下 」,過 去 を 「上 」 で表 す場 合 が あ る が,そ の 方 向 性 は カ レ ン ダ ー

に代 表 され る 「暦 」 に基 づ く。

18〈 〉 内 の 数 字 は そ れ ぞ れ,当 該 映 画 内 か ら引 用 した セ リ フ が 生 起 す る く 時 間 ・分 ・

秒 〉 を示 す 。 以 下 同様 。

19さ らに詳 し くは上 野(近 刊(2012))参 照 。

20「 視 覚 」(場 合 に よっ て は 「触 覚 」)も し くは 「聴 覚 」 を通 して 認 識 さ れ る 「川 の水 の

位 置 変 化 」 がwatch,clock各 々 の メ タ ・プ ロ セ ス と密 接 に関 与 して い る 。 詳 し くは,

森 山 ・福 森 他(2010:339-340)参 照 。

21前 置 詞paraの 原 型 と もい え る形 はporaで,Mil.で は760c,833b,884cに,S.Mill.で

は487を は じめ 随所 に,Alex.で は11,42,203な ど に見 られ る(c五Co70〃z勿 嬬(s.v.

para))Q

22本 論4.2.(2)で は 「方 向 ・行 き先 」 とな って い る が,以 下[1a-b]に 見 られ る

よ うに,
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[1]a.Voy加 磁Valencia.(私 はバ レンシアの方へ行 く)

b.乙Vais加 磁laestaci6n?(君 は駅の方へ行 きますか?)

「方 向」概 念 を表 す前 置詞 はhaciaで あ る ことか ら,そ の厳 密 な区別 を行 うた め に

「到達点へ の移動経路」 とい う表現 を用い た。 なお,「 到達点への移動経路」 と定義 し

たのは,前 置詞paraが 「到 達点 に向 けて移動す るTRの 移動経路 」 に焦点 を当て る

役割 を持 ってい るこ とによる。

23一 方 向性 の仮 説(unidirectionalhypothesis)の 流 れ,す なわち物理 的事 象か ら抽 象

的事象へ の意味変化 の流 れ に基づ けば,「 期 限」か ら 「到達 点へ の移動経路 」への概

念拡張 は考 え難 い。

24こ の ように,一 見 「同義語」 と思 われる表現群であ って も,ネ イティブは自分の母語

を無意識 の内 にそ の違 い を使い分 けてい るこ とか ら,「 同 じ意味で ある」 や 「何 か違

いはあるような気 はす るが,そ の違いが何か まで はわか らない」 とい う主 旨を述べ る

こ とが多い。 日本語母語話者 を対象 に言語調査 を行 った ときで さえ,た とえば 「彼 は

その 山に/を の ぼるつ もりだ」 のように,各 々の助詞 を用い た場合の概念的相違 を答

え られ るイ ンフ ォーマ ン トは限 りな く少 なか った。両者 の違 い につ いて詳 し くは森

山 ・福森 他(2010:10-12)参 照。

25前 置 詞porの 「貫 通 」 概 念 と 「経 路 」概 念 との結 び つ き につ い て 詳 し くは輻 森

(2007:79-85)参 照。

26な お,ル ーマニ ア語前置詞dinの 中核概念 は英語前置詞句outofの それ に相当。

27な お,§5.の(6)に 見 られ るようなdelaは 完了相 とは共 に用い られない。

28ル ーマニア語前置詞cuの メタ ・プロセスお よび時 間名詞句 との概念 的結 びつ きにつ

いて詳 しくは森 山(近 刊)参 照。

29ル ーマニ ア語前置詞pentruの メタ ・プロセスお よび時 間名詞句 との概念 的結 びつ き

につ いて詳 しくは森 山(2011)参 照。

30国 際社 会 のグ ローバ ル化が進 む 中,我 が国 では外 国語教 育 の必 要性 が叫 ばれ て久 し

い。 しか しなが ら,そ の 「外 国語 」 とは,実 質 的 には 「英 語」 を指 してい るのであ

り,英 語以外の外 国語 はまるでその範疇 に属 してい ない ので はないか とい う違和感 を

禁 じ得 ない(cf「 「英 語が使 える 日本 人」 の育成 のため の戦略構想 の策定 につ いて」

(2002年)・ 「「英 語が使 える 日本 人」の育成のための行動 計画」(抜 粋)(2003年)(い

ずれ も文部科学省))。 ここで誤解が無 きよ う述べてお くが,こ れ は何 もスペ イ ン語や

ルーマ ニア語 といった外 国語 を学習す る機会 を単 に増やすべ きだ と言 ってい るわけで

はない。筆 者 も英語学 習の重 要性 は理解 してい る。 ただ,「 学 習者の視点」 に立 った

外 国語教育 とは何か,を 問うてい るだけで ある。 グローバ ル化 とは,既 存の 国境 を前
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提 としなが らも,交 通手段や情報技術 を利用 して人 ・モ ノ ・情報が大量 に世界 中を駆

け巡 る ようになるこ とであ る。 また,日 本 国内 にお ける外 国人登 録者 の内訳(国 別)

に 目を向けて も,2009年 末現在 の統計で,中 国が68万518人(31.1%),韓 国 ・朝鮮

が57万8495人(26.5%),ブ ラ ジ ル26万7456人(12.2%),等 とな っ て お り,韓

国 ・朝 鮮 ・中国 で約57.6%を 占め てい る(cf矢 野 恒太記 念会(編)(2011:56)。 な

お,日 本 国内 におけ る外 国人登 録者 は,フ ィ リピン(9.7%),ペ ルー(2.6%),ア メ

リカ合衆 国(2.4%),そ の他(15.5%)の 順 に続 く)。 この ような状 況下,学 習者個 々

の 「夢」や 「目標」 を前提 に した外 国語教育 であったのか,多 文化社会 において想定

され る 「衝突」 に対応 し得 るだけの外 国語教育であ ったのか,我 々は真摯 に向 き合 わ

なけれ ばな らない局 面 を迎 えてい る。ッー ル と しての外 国語学 習 を唱え るのであれ

ば,そ の前提 としてそれ を活用す るだけの 「夢」や 「目標」 をまず もって設定 しなけ

ればな らない。言 うまで もな く,そ れは個 々によって異 なるので あるか ら,学 習者の

必要性 に応 じて(出 来得 る範囲での)種 々の外 国語教育 を等価値で実施す る態勢 を整

えていか なけれ ばな らない。外 国語教育 に 「プラクティカル」 を唱 える場合 も同様の

コ ンテキス トに含 まれる。 また,国 内外 を問 わず,外 国人 との接触機会が増 える時代

を迎 えるか ら外 国語教育が必要 だ と唱 えるの であれ ば,個 別 の学習者 に とってその外

国人 とは一体 どの国の どうい った人 たちを想定 してい るのか も問 われ なけれ ばな らな

い ○
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な お,文 部 科 学 省 関 連 の 資 料 は 以 下 の ホ ー ム ペ ー ジ の もの を参 照 した(ア ク セ ス:2011
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http://www.mexしgojp/b _menu/shingi/chousa/shotou/020/sesaku/020702.htm

・「「英 語 が使 える 日本 人 」 の 育 成 の た め の行 動 計 画 」(抜 粋)(2003年):
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